
      高齢者デジタルマスター事業

～笑顔と元気を届けるデジタルコンテンツ～

使ってみっど
なんといいちゃー



防災情報
ﾀｸｼｰ券
健康管理
ｵﾝﾗｲﾝ申請
確定申告

買い物支援

学校だより
行事の動画配信

移動市役所

ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ教室
Wi-Fi

ｵﾝﾗｲﾝ交流

2

●窓口にいかなくても手
続き可能
●遠方の子ども、友達と
の連絡、交流
●いつでもどこでも防災
情報確認 などなど

使い方は無限大！  
みんながデジタル
マスターになれる
よう、３班はこの
土台作りに力をそ
そぐ！！

この土台を作ることこそ必要！土台を作る！



【高齢者を取り巻く現状】

・高齢化率44.4％
・体力や健康寿命の低下

・近隣住民との関係性の希薄化

・社会活動参加率の低下

・情報格差の拡大

・交通格差の拡大

⇒高齢者が居宅にこもりがち
免許返納して
交通手段がない

新型コロナ
感染が心配

体力低下
足腰が痛い

頼れる家族・友人
が近所にいない

【地域の課題】

・地域行事や自治会運営に影響

・知識や技術、経験等の継承機会の減少

・地域の伝統芸能や伝統行事の衰退

⇒高齢化進行により地域社会の活力衰退
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スマートフォン・タブレットに関するアンケート結果（65歳以上を対象に実施）
スマートフォン・タブレットの所有率は86％と高いが、約３割が通話以外に使用していない。

一方で、高齢になればなるほど持っていない・必要ないと思っている。

うち理由の約７割が「使い方が分からない・使いたくない」
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この層に使ってもらうには？
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【第７次尾花沢市総合振興計画】
・スマート自治体の構築（分野15-1：主要施策①）
・市民主体の健康づくり、生活習慣病等予防対策の普及（分野7-1：主要施策①）
・高齢者の社会参加促進（分野7-1：主要施策④）
・福祉ネットワーク（福祉隣組）を中心とした支え合いの地域福祉と福祉サービスの充実
（分野8-1：主要施策①）
・地域の暮らしを見守り、支える仕組みづくり（分野8-2：主要施策①）
・生きがいの環境づくり（分野8-1：主要施策②）
・総合的な防災体制の構築（分野11-1：主要施策①）
・地域防災力の強化（分野11-1：主要施策②）

【尾花沢市DX計画】
・誰もがデジタル化の恩恵を享受できるよう高齢者等のデジタルデバイド対策の
 強化が必要

【健康おばね２１】
・熱中、夢中になれるものを持ち、生きがいを感じられる
・何事も前向きに、毎日はりがある
・社会参加活動に積極的に参加する
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高齢者層のデジタル化を通じて、

健康づくり・生きがいづくりと

地域の活性化を実現する。
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Ⅰ．高齢者へのデジタル化支援

Ⅱ．デジタルデバイスによる生活支援

Ⅲ．地域拠点の強化と無料解放
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Ⅰ．高齢者へのデジタル化支援
内 容 概 要 予 算

①スマートフォ
ン購入助成

・高齢者（65歳以上）がスマートフォン
を新規購入する場合、２万円補助
・市公式ライン、市防災アプリ登録必須
・市開催スマホ教室参加

購入補助金
※年間150人×20千円＝3,000
千円

②デジタル教室
の開催による啓
発・指導

・デジタル専門員（地域おこし協力隊、
集落支援員）配置
・各課と連携しスマホ教室・デジタル教
室を運営

専門員給与（１名）
※人件費 上限5,200千円（特
別交付税の予算措置あり）
出張デジタル教室開催費用
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【効果】
    ①スマートフォン普及率の向上
    ②スマートフォン利用促進、高齢者のデジタルデバイスに対する苦手意識払拭



Ⅱ．デジタルデバイスによる生活支援
内 容 概 要 予 算

①アプリによる情
報・サービス提供

・現在提供しているSNSサービスのプラット
フォームを一元化。
（防災、健康、交通、申告等）
・全てのサイトにリンクを貼り、検索を容易に
する。

一元化による経費
削減

②在宅（リモー
ト）での参加体制
の確立

・市が主催・共催する各種教室やイベントなど
に在宅で参加できるようにする。
・会場の映像発信と、双方向で参加できるよう
な内容の再検討。

既存設備を活用
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【効果】
   ①提供サービスの利便性と利用率の向上、一元化による経費削減
   ②参加対象の拡大、コミュニケーションの増加、生きがいを実感



Ⅲ．地域拠点の強化と無料開放
内 容 概 要 予 算

①公共施設（各公 
民館等）のWi‐Fi
機能の強化と無料
開放

・Wi-Fi機能の強化。（持続数、範囲、速度の
向上）
・公共施設の一部を市民サロンとして無料開放。
（交流拠点の整備・提供）

既存設備を活用
※施設管理計画に反
映

②移動市役所のWi-
Fiスポット化

デジタル教室やイベント配信等の拠点として活
用。

Wi-Fi機能改修費用
※機器購入費
500千円×2基
※回線利用料
月額39千円×12ヵ月
＝468千円
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【効果】
   ①公共施設の利用率の向上、コミュニケーションの増加
   ②参加者に寄り添ったデジタル教室の開催とライブ中継によるイベント配信の実施
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ～

令和７年 令和８年～
提案内容

Ⅰ-①
高齢者へのスマホ購入助
成

Ⅰ-②
デジタル教室の開催によ
る啓発・指導

Ⅱ-①
アプリによる情報・サー
ビス提供

Ⅱ-②
在宅（リモート）での参
加体制の確立

Ⅲ-①
公共施設（各地区公民館）の
Wi-Fi機能の強化と無料開放

Ⅲ-②
移動市役所のWi-Fiス
ポット化

購入事業 施行開始

各課協議・予算要求

関係機関協議・運営準備

各課協議・予算要求

現行スマホ教室との連携（デジタル教室の施行）

デジタル教室 施行開始

施設調査・長期整備計画策定（及び予算要求）

施設の無料開放（公共施設の市民サロン化）

各施設順次整備

広報・周知

広報・周知

各課協議・予算要求

施行開始

契約・運用開始

各課協議・予算要求

設計・開発

アプリサービス 提供開始

在宅参加可能なイベント実施

各課協議

広報・周知



スマホやタブレットの
操作を覚えたら、でき
ることが増えて便利！

タブレットで毎日の
健康管理はバッチリ。
病院に行く回数が

減った！

共通の趣味でつながっ
た人たちと、月１回の
食事会をすることに

なった！

急に雪が降って、
買い物に行けない…
買い物支援で食料を
届けてもらおう！

小学校の学芸会の
楽しそうな様子を
動画で見て、
元気が出た！

伝統行事の作法を教えて
ほしいってDM来たから、
会合に行ってみよう！

・健康管理、見守り機能

・買い物支援

・オンライン申請、手続き、相談

・AIによる音声案内

・情報伝達の改善
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買い物支援


